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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 3,721 △1.9 230 120.8 241 101.7 161 80.8

2026年３月期第１四半期 3,792 39.6 104 △50.7 119 △45.1 89 △46.4

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 49.88 49.59

2026年３月期第１四半期 27.61 27.45

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2027年３月期第１四半期 24,935 15,696 62.9 4,834.33

2026年３月期 25,798 15,633 60.5 4,814.81

（参考）自己資本 2027年３月期第１四半期 15,672百万円 2026年３月期 15,608百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 35.00 － 56.00 91.00

2027年３月期 －

2027年３月期（予想） 35.00 － 56.00 91.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 8,800 31.2 500 61.8 550 51.5 400 56.7 123.31

通期 17,200 22.6 900 9.2 1,000 4.8 730 △0.8 224.97

１．2027年３月期第１四半期の業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期の業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期１Ｑ 3,248,548株 2026年３月期 3,248,548株

②  期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 6,684株 2026年３月期 6,684株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 3,241,864株 2026年３月期１Ｑ 3,239,026株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

(注)詳細は、添付資料６ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記(３)四半期財務諸表に関する注記事項(四半

期財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記)」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な

要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等に

ついては、添付資料２ページ「１. 経営成績等の概況（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ

い。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、企業業績・所得環境の改善に向けた動きが見られる一方で、世界

経済については、中東情勢の緊迫化に伴う原油価格の上昇や供給リスクに加え、為替市場の変動、金利上昇などの

影響を受け、事業環境は依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社の主要マーケットである内航海運業界では、引き続き船員不足や船価の上昇に加え、金利上昇の影響もあっ

て、船主を取り巻く経営環境は厳しい状況が続いていますが、一方で運賃および用船料の改善が徐々に進んでいる

ことから、代替建造は着実に実施されています。また、造船所においては、人手不足の影響から建造能力の増強が

難しい状況が続いています。このため、多くの船主が保有船舶の船齢を踏まえ、早期に船台予約を進めた結果、造

船所によっては５～６年先まで建造枠が埋まる状況も見受けられます。海外向け案件については、タンカー向けを

中心に引き合いが継続しており、今後も一定の需要が期待されます。

このような企業環境のもと、当第１四半期累計期間の経営成績につきましては、受注高は、主機関の受注が増加

したことから、前年同期比16.7％増 の4,894百万円となりました。売上高については、主機関が減少したことか

ら、前年同期比1.9％減の3,721百万円となりました。受注残高は前年同期比77.8％増の13,174百万円となりまし

た。

損益面につきましては、採用増・待遇改善に伴う人件費および基幹システム更新等による償却負担の増加はあり

ましたが、主機関について、過去からの資材価格高騰によるコストアップ分の価格転嫁を引き続き進めたことや、

各種経費の抑制に努めた結果、営業利益は230百万円（前年同期比120.8％増）、経常利益は241百万円（前年同期

比101.7％増）、四半期純利益は161百万円（前年同期比80.8％増）となりました。 事業区分別では、主機関の売

上高は、主機関の出荷台数の減少により2,163百万円（前年同期比10.9％減）となりました。部分品等の売上高

は、舶用事業以外のＣＭＲ（鋳造・金属機械加工）ともに増加し、1,558百万円（前年同期比14.2％増）となりま

した。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第１四半期会計期間末における流動資産は12,857百万円となり、前事業年度末に比べ431百万円減少いたしま

した。これは主に電子記録債権が358百万円、製品が117百万円、仕掛品が112百万円増加したものの、現金及び預

金が475百万円、受取手形及び売掛金が531百万円減少したことによるものであります。固定資産は12,077百万円と

なり、前事業年度末に比べ430百万円減少いたしました。これは主に投資有価証券が148百万円増加したものの、投

資その他の資産のその他に含まれる長期預金500百万円および繰延税金資産38百万円が減少したことによるもので

あります。この結果、総資産は24,935百万円となり、前事業年度末に比べ862百万円減少いたしました。

（負債）

当第１四半期会計期間末における流動負債は5,935百万円となり、前事業年度末に比べ942百万円減少いたしまし

た。これは主に支払手形及び買掛金が156百万円、電子記録債務が331百万円、契約負債が298百万円、賞与引当金

が139百万円減少したことによるものであります。固定負債は3,303百万円となり、前事業年度末に比べ16百万円増

加いたしました。これは主にその他に含まれる預り営業保証金が12百万円増加したことによるものであります。こ

の結果、負債合計は9,238百万円となり、前事業年度末に比べ926百万円減少いたしました。

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産合計は15,696百万円となり、前事業年度末に比べ63百万円増加いたしま

した。これは主に利益剰余金が19百万円減少したものの、その他有価証券評価差額金が83百万円増加したことによ

るものであります。この結果、自己資本比率は62.9％（前事業年度末は60.5％）となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年５月15日に公表いたしました業績予想の修正は行っておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2026年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,636,165 4,160,234

受取手形及び売掛金 3,056,175 2,525,082

電子記録債権 1,131,052 1,489,775

有価証券 200,000 200,000

製品 851,577 969,558

仕掛品 2,115,997 2,228,020

原材料及び貯蔵品 1,041,707 1,051,606

その他 265,376 240,089

貸倒引当金 △8,200 △6,500

流動資産合計 13,289,851 12,857,867

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,274,759 1,250,091

構築物（純額） 134,202 131,059

機械及び装置（純額） 885,667 825,626

車両運搬具（純額） 6,215 5,234

工具、器具及び備品（純額） 242,337 258,317

土地 5,817,871 5,817,871

建設仮勘定 62,063 115,134

有形固定資産合計 8,423,118 8,403,335

無形固定資産 437,666 419,189

投資その他の資産

投資有価証券 2,571,210 2,719,605

その他 1,104,234 563,191

貸倒引当金 △27,800 △27,800

投資その他の資産合計 3,647,645 3,254,996

固定資産合計 12,508,429 12,077,522

資産合計 25,798,281 24,935,389

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,106,424 949,878

電子記録債務 1,091,075 759,360

未払法人税等 179,728 88,698

契約負債 2,951,385 2,652,738

賞与引当金 284,600 145,500

製品保証引当金 9,100 8,900

受注損失引当金 260,300 268,100

その他 995,094 1,061,928

流動負債合計 6,877,707 5,935,104

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2026年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2026年６月30日)

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 1,516,173 1,516,173

退職給付引当金 1,501,292 1,506,296

その他 269,999 281,418

固定負債合計 3,287,464 3,303,888

負債合計 10,165,172 9,238,993

純資産の部

株主資本

資本金 829,055 829,055

資本剰余金 78,464 78,464

利益剰余金 10,282,423 10,262,579

自己株式 △9,217 △9,217

株主資本合計 11,180,725 11,160,881

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,126,570 1,209,700

土地再評価差額金 3,301,663 3,301,663

評価・換算差額等合計 4,428,233 4,511,364

新株予約権 24,150 24,150

純資産合計 15,633,109 15,696,396

負債純資産合計 25,798,281 24,935,389
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（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

売上高 3,792,641 3,721,708

売上原価 3,149,616 2,894,071

売上総利益 643,024 827,636

販売費及び一般管理費 538,548 596,969

営業利益 104,476 230,667

営業外収益

受取利息 4,714 5,226

受取配当金 5,413 3,948

為替差益 1,663 －

その他 3,847 4,100

営業外収益合計 15,639 13,275

営業外費用

為替差損 － 733

賃貸費用 172 398

租税公課 － 917

その他 0 0

営業外費用合計 173 2,050

経常利益 119,941 241,892

特別損失

固定資産処分損 5,045 1,191

投資有価証券評価損 2,456 －

特別損失合計 7,502 1,191

税引前四半期純利益 112,439 240,700

法人税等 23,000 79,000

四半期純利益 89,439 161,700

（２）四半期損益計算書
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

前第１四半期累計期間
（自  2025年４月１日

至  2025年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自  2026年４月１日

至  2026年６月30日）

減価償却費 132,499千円 161,846千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（セグメント情報等の注記）

当社は舶用機関関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

税金費用の計算については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更に関する注記）

該当事項はありません。
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（単位　百万円：未満切捨）

区分
前年同四半期(累計） 当四半期(累計）

対前年同四半期
増減率〔 2025.４.１から 〕 〔 2026.４.１から 〕2025.６.30まで 2026.６.30まで

受

注

高

主機関 2,829 67.5％ 3,336 68.2％ 17.9％

部分品・修理工事 1,364 32.5％ 1,558 31.8％ 14.2％

合計 4,194 100.0％ 4,894 100.0％ 16.7％

受

注

残

高

主機関 7,410 100.0％ 13,174 100.0％ 77.8％

部分品・修理工事 － － － － －

合計 7,410 100.0％ 13,174 100.0％ 77.8％

区分
前年同四半期(累計） 当四半期(累計）

対前年同四半期
増減率〔 2025.４.１から 〕 〔 2026.４.１から 〕2025.６.30まで 2026.６.30まで

主機関 2,428 64.0％ 2,163 58.1％ △10.9％

（うち国内） (1,302) (34.3％) (1,260) (33.9％) （△3.2％)

（うち輸出） (1,125) (29.7％) (902) (24.2％) （△19.8％)

部分品・修理工事（CMR除く) 1,236 32.6％ 1,379 37.1％ 11.6％

（うち国内） (910) (24.0％) (996) (26.8％) (9.5％)

（うち輸出） (326) （8.6％) (383) （10.3％) （17.5％)

ＣＭＲ（国内のみ） 128 3.4％ 178 4.8％ 39.6％

合計 3,792 100.0％ 3,721 100.0％ △1.9％

（うち国内） (2,340) (61.7％) (2,436) (65.5％) (4.1％)

（うち輸出） (1,451) (38.3％) (1,285) (34.5％) (△11.4％)

３．補足情報

（1）受注及び販売の状況

①受注の状況

②販売の状況
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ひ び き 監 査 法 人

大阪事務所

代 表 社 員
公認会計士 松 本 勝 幸

業務執行社員

代 表 社 員
公認会計士 卜 部 陽 士

業務執行社員

独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年７月31日

阪神内燃機工業株式会社

取締役会　御中

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている阪神内燃機工業株式会社の2026年４月１日から

2027年3月31日までの第162期事業年度の第１四半期会計期間（2026年４月１日から2026年６月30日まで）及び第１四半

期累計期間（2026年４月１日から2026年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期

損益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び期中財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行っ

た。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適

用される規定を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしてい

る。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び期中財務諸表に係る我

が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含

まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び期中財務諸表に係る

我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定

める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示

する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれておりません。

四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・  主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・  継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財

務諸表等の作成基準第４条第１項及び期中財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関

する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明するこ

とが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状

況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・  四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び

期中財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並び

に監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行

う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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